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メッセージ

▏	キャンパスアジア・プログラムについて

▏	５年目を迎えた常設化プログラム
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メッセージ
▏	キャンパスアジア・プログラムについて

　立命館大学文学部キャンパスアジア・プログラムは、日本（立命館大学）・中国（広東外語外貿大学）・韓国（東
西大学校）の３カ国の大学が共同運営する国際教育プログラムです。日中韓３カ国の学生が、２年間かけて
相手２カ国のキャンパスを移動しながら現地で共修するという新しいしくみで運営されています。
　本プログラムに参加する立命館大学の学生は、１回生から中国語・朝鮮語の２カ国語を学び、２回生・３
回生時に「移動キャンパス」として半年ずつ両国を順番に回りながら、中国・韓国に１年ずつ計２年間留学
します。キャンパスアジア・プログラム参加学生（以下、プログラム学生）は、東アジア３カ国語（日本語・
中国語・朝鮮語）によるコミュニケーションや知識の習得が可能となり、東アジアの人文学的専門知識を身
につけて、新しい東アジアの国際関係を作り出すような「東アジア人文学リーダー」になることを目指します。

▏	５年目を迎えた常設化プログラム
2020年度 立命館大学キャンパスアジア・プログラム事業報告集の発刊にあたって
　本プログラムは2020年度に、留学プログラムとして大きな試練を経験することになりました。2020年に入
るや、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行がはじまり、海外渡航が大幅に規制または禁止されはじめ
たためです。結果的に、春学期・秋学期ともに渡航をともなう移動キャンパスが中止され、今年度は移動キャ
ンパスに関わるすべての授業や交流がオンラインで行われることになりました。2020年度末の時点でも、こ
の状況はまだ改善の見通しが立っていません。
　渡航の中止は、特にプログラム学生の皆さんにとっては、大きな衝撃であったと思います。２回生３回生
ともに、現地での生活を楽しみに１年間懸命に努力してきたのに、落胆と失望を感じたことでしょう。プロ
グラム教職員にとっても、学生の皆さんの安全を最優先するためとはいえ、これまでのがんばりを知ってい
るからこそ、苦渋の判断となりました。
　一方で、他のどの授業やプログラムよりも真っ先に、オンライン授業への移行に取り組んだのが、本プロ
グラムでした。年度はじめには３カ国とも、感染症対応として大学閉鎖や全授業休講などの措置がとられて
いました。そうしたなか、本プログラムでは春学期の授業再開と同時に、３カ国をつなぐリアルタイムのオ
ンライン授業を開始しました。本プログラムの前身は「日中韓連携講座」というオンライン・現地実習のハ
イブリッド授業ですが、私たちはその経験を生かし、３大学協同でいち早く準備に取りかかることができた
のもその成果だと思います。
　2020年度報告集では、いつ通常運営が再開できるかわからない不安定な状況の中で、学生・スタッフが精
一杯の学びや活動を行った記録をお届けいたします。
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移動キャンパス

東アジア人文学リーダー養成のための

日中韓共同運営移動キャンパス
CAMPUS Asia

東アジア人文学リーダー

【高度化したキャンパスアジア・プログラム】

◉ 実践的な中国語・朝鮮語の語学力
◉ 多文化間調整が可能なコミュニケーション能力と判断力
◉ 東アジア人文学の専門的知識と分析力

多様な場で多文化協働を
率先できる人材へ

交流学生数の
増加

留学期間の
長期化

東アジア
人文学専門講義の多様化

安定した運営体制下で
拡大事業の評価・改善

教育効果の
専門的分析と可視化❶ ❷ ❸ ❹ ❺

【日中韓移動キャンパス（2年間）】

【人材育成目的】

日本
立命館大学

韓国
東西大学校

中国
広東外語外貿大学

中国語
CA演習

東アジア人文学

東西大
教員会議

立命館大
教授会

CAP
運営委員会

広東外大
教員会議

三大学教職員合同会議
（日本語・中国語・朝鮮語対応）

キャンパスアジア
プログラム
240人

文学部
7学域・17専攻
5000人

立命館大学 日本 世界へ現代東アジア
言語・文化専攻

400人

CAP 実務者会議

広外大キャンパス

2回生前期

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

中国語
朝鮮語
CA演習

立命館キャンパス

1回生

【移動の流れ／カリキュラム】

【運営体制】

学
生
募
集
・
選
抜

共
同
修
了
証

各種
既存科目

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

2回生後期

中国語
CA演習

東アジア人文学

広外大キャンパス

中国語
CA演習

東アジア人文学

広外大キャンパス

3回生前期

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

3回生後期

中国語
CA演習

東アジア人文学

広外大キャンパス

中国
附属校・協定校

韓国
大学コンソーシアム京都

他大学

アドヴァンス中国語
アドヴァンス朝鮮語

卒業論文
各種既存科目
 ( 就職活動 )

立命館キャンパス

4回生

選抜 入学前募集・選抜

1回生時 語学：留学のための中国語・朝鮮語を集中的に習得
演習：異文化理解、リテラシー能力の伸長
専門：東アジア人文学の基礎知識を固める

2 回生時 （韓国学期）： 朝鮮語（教養講義対応）、演習、韓国基礎研究
（中国学期）： 中国語（教養講義対応）、演習、中国基礎研究

3 回生時 （韓国学期）： 朝鮮語（専門講義対応）、人文学専門講義
卒論演習、海外インターンシップ 

（中国学期）： 中国語（専門講義対応）、人文学専門講義
卒論演習、海外インターンシップ

4 回生時 卒業論文執筆／就職活動

進学・就職 外資系企業、マスコミ、サービス、金融、日本語教員、大学院

10人

20人

10人

10人

10人

外
部
有
識
者
に
よ
る
評
価
・
検
証

本事業の成果

学年 日本・立命館キャンパス

1年次
春/秋学期
2年次
春学期
2年次
秋学期
3年次
春学期
3年次
秋学期
4年次

春/秋学期

課程

【本学で学ぶ学生数】

［1段階］
派遣前教育
［2段階］
移動キャンパス

［3段階］
卒業準備課程

日A
10名

日B
10名

中A
10名

韓B
10名

韓A
10名

中B
10名

中A
10名

韓B
10名

韓A
10名

中B
10名

日A
10名

日B
10名

日本CAP生 中国CAP生 韓国CAP生
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▏	入学前募集

▏	学内特別選抜入試



C
A

M
PU

S 
A

SI
A

 P
RO

G
RA

M
 2

0
2

0

6

▏	入学前募集
　2020年度キャンパスアジア・プログラムに参加する学生を募集する「入学前募集」を実施しました。この
募集では、立命館大学文学部の各種入試方式で合格した学生が対象となります。入学前募集の応募期間中には、
２月21日（金）と３月２日（月）の計２回募集説明会を行いました。この入学前募集にて、19名のプログラ
ム学生を選出しました。

▏	学内特別選抜入試
　2019年度から新たに設置された「学内特別選抜（キャンパスアジア）入学試験」は今年度で２回目の実施
となります。この入学試験は、立命館大学の附属高等学校を卒業する学生を対象とし、キャンパスアジア・
プログラムもしくは東アジアの歴史・文化・言語などに強い興味を持つ学生を募集しました。
　2020年度は、１名の合格となりました。

キャンパスアジア・プログラムに参加するには、入学前に応募し、審査に通過することが必要です。
募集要項・応募書式は、立命館大学文学部キャンパスアジア・プログラムのホームページからダウンロードをして下さい。

（1） このプログラムの参加許可者は、原則、外国語科目の選択は、中国語・朝鮮語の両言語を選択していただきます。

（2） このプログラムの参加許可者には、1回生時に、文学部開講科目に加えて、派遣前教育として、
 中国語・朝鮮語をはじめとするキャンパスアジア用の授業を受講登録し、履修していただきます。

（3） このプログラムの参加許可者で、人間研究学域および国際コミュニケーション学域に入学予定の方は、
所属する専攻について注意する点がありますので、【入学前募集】参加者募集要項で詳細を確認してください。

詳細情報は、立命館大学文学部キャンパスアジア・プログラムのホームページ「受験生の皆様へ」の
ページの「2020年度立命館大学文学部キャンパスアジア・プログラム【入学前募集】参加者募集要
項」に掲載していますので、必ずご確認ください。

01 応募・審査の流れ

02 募集概要

03 応募する上での留意点

募集対象学域 文学部全学域 募集人数 20名

応募資格
2020 年度立命館大学入学試験に合格し、本学への入学意志を持つ者。
ただし、以下の入試方式で合格した者を除く
後期分割方式／センター試験方式後期型／文化・芸術活動に優れた者の特別選抜入学試験／スポーツ能力に優れた者の特別選抜入学試験／
外国人留学生入学試験 ( 前期実施・後期実施 ) ／外国人留学生推薦入学試験（日本語学校）／海外推薦入学試験

立命館大学文学部キャンパスアジア事務局
TEL : 075-465-8187 月～金  9：00 ～ 17：30

［お問い合わせ先］

立命館大学文学部キャンパスア
ジア・プログラムのホームページ
に、「2020 年度立命館大学文学
部キャンパスアジア・プログラム
【入学前募集】参加者募集要項・
応募書式」を掲載します。

応募書類を立命館大学
文学部キャンパスアジア

事務局に郵送

入学前募集説明会
時間や場所等の詳細について
は 2020 年 2 月上旬頃キャン
パスアジア・プログラムのホー
ムページに掲載します。

面接審査実施

http://www.ritsumei.ac.jp/campusasia/Z

キャンパスアジア・プログラム

入学前募集選考について

2019

10月18日［金］

13:00 ～

2020

2 月21日［金］・
3月2日［月］

2020

3月23日［月］
（予備日 :3月 24日［火］）

2020

2 月17日［月］
3月9日［月］必着

入学前に
必ず応募しよう！

参加者募集案内 2 0 2 0年度入学前募集選考について

日本
立命館大学

韓 国
東西大学校

中国
広東外語外貿大学

日中韓
を飛び回り、
東アジアの
未来を
切り拓こう！

CAMPUS ASIA
P R O G R A M

立命館大学 文学部

キャンパスアジア・プログラム

合格発表
立命館大学文学部キャンパスアジア・

プログラムのホームページ
「受験生の皆様へ」のページに掲載

2020

3月26日［木］

派遣前教育

立命館大学キャンパス

● キャンパスアジア用の語学科目の履修　 ● 東アジアの基礎知識を学ぶ講義の履修 　● 学部の授業の履修

移動キャンパス

派遣後教育

立命館大学キャンパス

● 各専攻の卒業論文の執筆　 ● アドヴァンス中国語　 ● アドヴァンス朝鮮語

Campus Asia

移動キャンパス（2年間）

立命館大学
Japan

東西大学校
Korea

広東外語外貿大学
China

1回生、4回生時は
立命館大学で学習

広州
Guangzhou

京都
Kyoto

釜山
Busan

2回生、3回生時に
半年間ずつ計1年間を

韓国で学習

2回生、3回生時に
半年間ずつ計1年間を

中国で学習

日中韓を飛び回る！中国・韓国へ、2年間に2周の留学。

東アジアをキャンパスに
立命館大学、広東外語外貿大学（中国・広州）、東西大学校（韓国・釜山）
の 3 大学を移動し、3 カ国の歴史・文化・社会などを、中国・韓国の学
生と一 緒に現 地の言葉で学び 理 解する画 期 的なプログラムです。計 2
年間の中国・韓国への留学で経 験する様々な「対 話」を通じて異文化
についての理解を深め、世界で活躍するための基礎力を身に付けること
ができます。

選抜された学生は、２、３回生時に本プ
ログラムならではの「移動キャンパス」に
参加します。中国（広東外語外貿大学）、
韓国（東西大学校）を約半年ずつ２年間
で２周し、各国で語学科目と専門科目（東
アジア人文学科目）を学習します。

中国・韓国への
移動キャンパス

中国語・朝鮮語の
実践的な学び

日中韓人文学
専門知識の習得

国際的なネットワークと
コミュニケーション能力の習得

各国ではそれぞれ、歴史、文化、社会
などに関する科目が開設されます。語
学をツールに、東アジアを多様な視点
から客観的、相対的に考えられる専門
的知識を習得します。

１回生時に派 遣前教育を通じて、集中
的に中 国 語・朝 鮮 語 を学 習し、「 移 動
キャンパス」に対応できる基礎力を養い
ます。

各国の学生は、２年間移動キャンパス
に参 加することで、中国 人学 生・韓 国
人学生との対話や、共同作業などの相
互交流、文化摩擦の経験などを通じて、
国際的なコミュニケーション能力を身に
つけます。

◯プログラムの概要

◯キャンパスアジア・プログラムの学習モデル

◯キャンパスアジア・プログラムに参加するまでの流れ

キャンパスアジア・プログラムとは

◎ 移動キャンパス（2年間）に奨学金を支給 ◎ 4年間の学費は立命館大学の学費のみ

本学入学試験で文学部に合格

奨学金も支給されます !

キャンパスアジア・プログラム参加者を入学前に募集・
選考（一部の入試方式を除く）

入学前募集・選考 2 ～ 3 月

参加許可者は 4 月からキャンパスアジア・プロ
グラム開設科目を受講

プログラム参加許可者発表3 月末

4
年
次

1
年
次

3
年
次

2
年
次

春
学
期

春
学
期

春
学
期

春
学
期

秋
学
期

秋
学
期

秋
学
期

秋
学
期

Voice
● CAP が与えた影響・変化・気づきについて

石田 晶子さん（文学部人文学科言語コミュニケーション専攻卒業）

　CAP の経験を通して、日中韓に本当に大切に
想う友達ができ、中国と韓国が第二の故郷のよ
うに身近な国になったことが一番大きな変化で
す。3カ国の友達や現地の人々と交流し、日々
の生活を共にすることで、互いの言葉や文化に
関心を抱き、深く学ぶことが出来ました。実際にその国の人や
空気に触れることで、初めて気づくことが多かったです。

　お互いの立場になって物事を考える大切さ
を知りました。共同生活の中で、文化の違いな
どでぶつかり合うことを避ける為には、相手を
心から思いやり、受け入れることが不可欠です。
お互いの思いやりが今の生活を作っているのだ
ということを日々実感する毎日でした。CAP がなければ、今の
仕事も、今の自分もいません。

東西大学校キャンパス

朝鮮語／韓国の歴史・文学・社会の
授業の履修

東西大学校キャンパス

朝鮮語／韓国の歴史・文学・社会の
授業の履修

広東外語外貿大学キャンパス

中国語／中国の歴史・文学・社会の
授業の履修

広東外語外貿大学キャンパス

中国語／中国の歴史・文学・社会の
授業の履修

広東外語外貿大学キャンパス

中国語／中国の歴史・文学・社会の
授業の履修

広東外語外貿大学キャンパス

中国語／中国の歴史・文学・社会の
授業の履修

東西大学校キャンパス

朝鮮語／韓国の歴史・文学・社会の
授業の履修

東西大学校キャンパス

朝鮮語／韓国の歴史・文学・社会の
授業の履修

い
ず
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か
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＊詳細は裏面を参照して下さい

卒業生からのメッセージ

外山 未祐さん（文学部人文学科文化芸術専攻卒業）

● 国境を超えた現地での “リアル" な学びから生まれる、新たな価値観と将来の夢

　私がキャンパスアジア・プログラムへの参加を志望した理由は、中国文化への関心と、
身近にいた在日韓国人、中国人の友人のことをもっと知りたいという気持ちからでした。
　プログラムに参加して最も良かったと思う点は、人文学という広い視野で、東アジア
に関する多様な学びを得られたことです。例えば歴史や、文学、社会、宗教を知り、さ
らに各国を二度ずつ訪れることで、一国のみの視点ではなく、三ヵ国を相対化し、より
広い視点で物事を考えることができるようになったと思います。また、韓国語と中国語を中国、韓国の
学生たちと学び合いながら習得できたことも、4 年間楽しんで学び続けられた理由のひとつだと思います。
　そして何より、各国の学生たちと濃密な時間を過ごし、かけがえのない絆を結べたことが、一番の成
果だと感じています。移動キャンパスが終わった今も両国の学生たちと連絡を取り取り合うことが、私に
とっての楽しみや刺激になっています。これからも大切な友人です。
　異文化理解から、新しい価値観や親密な交流が生まれることを肌で感じ、国際的な仕事に強く興味を
持ちました。卒業後は、世界有数の外資系消費財メーカーでマーケティング職として働きます。国境を越
えた異なる文化の魅力や特徴をつなげ、世界の人々を少しでも幸せにできるような商品の開発と展開に
努めたいと考えています。
　キャンパスアジアで得られるものは、決して語学の習得、専門知識の養成だけに限りません。外国の
学生たちと共に学び、遊び、成長していくことで、自分自身の価値観と可能性を広げ、何かに熱中する貴
重な経験を得ることができると思います。

山本 郁子さん（文学部人文学科日本文学専攻卒業）
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▏	派遣前学習

▏	立命館プログラム学生の学び

▏	中韓プログラム学生の学び
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▏	派遣前学習
キャンパスアジア履修ガイダンス
　今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、キャンパスアジア・プログラム新入生（５期生）を
対象とする履修ガイダンスは、資料配布、オンライン、対面に分けて行うこととなりました。入学時には資
料配布にて、大学４年間の履修やキャンパスアジア独自の授業についての説明を行いました。例年とは異なり、
顔を合わせてガイダンスができない中でも、疑問点等は電話やメールにて問い合わせてくれるなど、プログ
ラムに対する意欲がうかがえました。
　また、７月２日（木）には、オンラインにて新入生と立命館大学事務局員との顔合わせ、秋学期開始前の
９月４日（金）には、対面でのガイダンスを行いました。５期生全員が対面で一堂に会したのは、このガイ
ダンスが初めてでした。

移動キャンパス手続きガイダンス
　11月13日（金）に移動キャンパス手続きガイダンスを開催しました。学生たちは、移動キャンパスに関わ
る各大学の入学手続きやビザ発行手続き、奨学金の申請手続等、移動キャンパスに必要なすべての手続きと
スケジュールの説明を受けました。ガイダンスの中では、プログラム学生たちの海外生活への不安を払拭す
るために、移動キャンパスを経験したプログラム学生からヒアリングした、生活面（携帯電話や銀行口座等）・
学習面のアドバイスを伝えました。学生たちからも多くの質問があり、有意義な時間となりました。



9

3
第
3
部
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
中
韓
で
の
学
び

キャンパスアジア演習Ⅰ・Ⅱ
　本授業は、東アジアに関する基本的知識や人文学の基礎を身につけることに加え、協働学習のための意見
発信力を養うために設けられた、キャンパスアジア・プログラム初年度教育の核となるものです。春学期（キャ
ンパスアジア演習Ⅰ）では、プログラムを通じた各自の目標設定を行った後、東アジアの歴史・社会などに
関する講義およびグループワーク、異文化間の協働学習において生じうる事例の考察などを行いました。秋
学期（キャンパスアジア演習Ⅱ）では、中韓の歴史･文化･社会に関する個人報告、海外生活で必要となる異
文化理解力に関する特別講義を行いました。また次年度からの移動キャンパスに備え、海外からでも利用で
きる学術情報検索ガイダンスも行い、海外での学びに備えています。

外国語履修科目
　プログラム学生は次年度からの留学に備えるため、必修外国語科目に加えてプログラム専用の朝鮮語･中国
語科目を履修しています。初修・既修クラスにわかれ、ネイティブ教員・日本人教員が連携しながら、個々
の能力にあわせた語学力の習得に努めています。朝鮮語・中国語ともに、初修クラスでは発音や文法の基礎
固めを重点的に行い、既修クラスでは映画や動画の視聴、文章読解などのインプット活動に加え、それをふ
まえた議論や発表などのアウトプット活動を行っています。今年度はオンラインでの授業が多くなったため、
スマホのアプリを用いたり、立命館の学習ポータルサイトを利用した動画・音声の視聴を行ったりするなど、
オンラインならではの新しい仕組みを取り入れています。なお、プログラム学生は１回生次に、漢語水平考
試（HSK）、韓国語能力試験（TOPIK）の中級合格が求められています。
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CAP Language Café 
　コロナ禍でキャンパスへの通学がままならない状況のなか、本学プログラム１回生間の親睦と授業外語学
学習の補助、中韓プログラム学生との交流機会の提供を目的として、春学期に ｢CAP Language Café｣ をオ
ンラインで運営しました。プログラム学生同士の対話機会を設けることで、学びのコミュニティ形成を図り
ました。具体的には、キャンパスアジア教員による語学学習オフィスアワーと中韓プログラム学生とのゲー
ムや意見交換会を隔週で行いました。入学したものの通学できなかった１回生、また日本に訪問できなかっ
た中韓プログラム学生にとって、志を同じくするキャンパスアジア生との交流は精神的な支えにもなりまし
た。

立命館CAPオンライン学生交流会
　７月６日（月）に、本学プログラム学生間のオンライン交流会を実施しました。主に１回生から３回生の
学生が参加し、４月に入学した１回生のプログラム参加を歓迎し、移動キャンパスの１周目を経験した３回
生が、広東外語外貿大学や東西大学校の授業や寮生活、広州や釜山の街の様子や見どころについて発表をお
こないました。新型コロナウイルス感染症のため現地留学が難しい状況ですが、留学を通して学び得られる
こと、現地で役立つ情報や注意点などを共有しました。

CAP Language Caféの様子 立命館CAPオンライン学生交流会の様子
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▏	立命館プログラム学生の学び  ～現地での学びを止めない～
広東外語外貿大学・東西大学校のオンライン授業
　新型コロナウイルス感染症の影響により、移動キャンパスで広東外語外貿大学・東西大学校から提供され
る授業は全てオンラインで実施し、現地渡航ができなくてもキャンパスアジアの学びを進めることができま
した。学生たちは、各大学が提供するオンライン講義を受講し、東アジアの人文学に関わる知識および知見
を現地語で習得することを目的に学びました。
　各大学が提供するオンライン授業は、各国の言語で行われ、課題や発表などに関するフィードバックも各
大学の教員から行われました。学生たちは、中韓のプログラム学生とともに学び議論することで、多様な価
値観に触れ、多角的な思考方式を身につけ、現地体験に代わり、オンラインを通じて各国プログラム学生と
の共同学習や交流を深めました。

遠隔授業「人文学特殊講義」
　2020年度秋学期には広東外語外貿大学、東西大学校からオンラインで提供される科目を本学の「人文学特
殊講義」として開講し、学生へ成績評価・単位授与を行いました。広東外語外貿大学と東西大学校の担当教
員によるオンライン授業と本学教員による事前・事後授業を組み合わせる新しい授業の仕組みを構築するこ
とで、学生たちは深く授業内容を理解することができました。

　遠隔授業「人文学特殊講義（C1～C8）」テーマ一覧

　〇広東外語外貿大学
　　「中国文化体験」、「東アジア社会概況」、「中国文学作品選読」、「東アジア研究」
　〇東西大学校
　　「韓国文化の理解」、「韓国歴史の理解」、「韓国文学の理解」、「Current News in Korean」
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人文学演習Ⅰ～Ⅳ
　春学期のⅠ･ⅢはWEBを通じた双方向授業で、個々の関心テーマに関する先行研究の調査･分析（２回生）、
卒業研究の準備や留学とキャリア形成（３回生）に関する発表とディスカッションを行いました。秋学期は
Ⅱ･Ⅳともに、広東外語外貿大学･東西大学校から提供された中韓の言語･社会･文化･歴史に関する講義を現地
語で視聴したあと、本学教員による解説講義を受けました。留学未経験の２回生にとって現地語での受講は
難しい面もありましたが、回数を重ねるうちに徐々に慣れていったようです。現地での学びが中断されたなか、
人文学的教養に触れ、理解を深める機会となりました。
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▏	中韓プログラム学生の学び  ～オンラインで日本を学ぶ～
学習・生活ガイダンス
　新型コロナウイルス感染症の影響により、中韓プログラム学生の来日は、春学期開始直前に中止を余儀な
くされましたが、立命館大学から提供されるキャンパスアジア・プログラム専門科目をオンラインで受講し
ました。秋学期も引き続き移動キャンパスは行えませんでしたが、専門科目に加え日本語の授業を受講する
ことで、学びを充実させました。例年対面で行われる履修ガイダンスは、春学期は４月２日（木）に、秋学
期は９月15日（火）にオンラインで実施されました。今年度初めての試みとなる、全面オンラインでの受講
方法や学習ツールの使い方などを中国語・韓国語の翻訳版ガイドブックをもとに丁寧に説明し、不自由なく
学びを継続できるようにサポートしました。

日本語履修科目
　例年、「会話・作文（文章表現）・聴解・読解」の４領域と時事・ビジネス日本語のクラスを設置していま
す。春学期は中韓プログラム学生の日本語科目履修準備が間に合わず、各所属大学での授業となりましたが、
秋学期はWEBを通じた授業を日本語履修科目にも拡充し、各自の習熟度に見合ったクラスで学びました。京
都での留学生活を送れなかった今年度は、日常での生きた日本語に接する機会が減少しましたが、同時双方
向授業での多様なアクティビティを通じて実践力を身につけることができました。
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キャンパスアジア演習Ⅲ・Ⅳ
　キャンパスアジア演習は、本プログラムの中核科目であり、中韓プログラム学生は人文学的な研究方法を
学び、また東アジアの諸問題について研究・発表を行っています。演習Ⅲ（２回生）では日本語研究文献・
資料の探し方や文献リテラシーを身に付け、演習Ⅳ（３回生）では論文講読、資史料読解、研究発表を行う
など、卒業論文執筆に必要な研究スキルを段階的に養っています。学生の発表テーマは、「日中韓の職場文化
について」、「日中韓における2020年の流行語の比較研究」、「RCEP締結が日中韓３カ国に与える影響」など
多岐にわたっており、授業では活発な議論が展開されています。

キャンパスアジア日本研究Ⅰ～Ⅳ
　日本の歴史･地域･文学･文化･社会を扱う専門科目で、Ⅰ・Ⅱを中韓２回生、Ⅲ・Ⅳを中韓３回生向けに開
講しています。Ⅰ･Ⅱでは日本の歴史や京都の観光資源、浮世絵や版画、漫画などに関する文献講読、図像解
読を進め、過去と現代が交錯する文化状況について理解を深めました。Ⅲでは授業前に日中韓の近現代自国
史教科書の比較作業を行い、授業では共通点や相違点等を討論するフリップ学習を導入しました。Ⅳでは京
都文化マップの作成を目標に、グループごとにコンセプトを決めて調査し、魅力的な街歩きコースを構想し
ました。すべてオンラインを通じた授業でしたが、事前学習や双方向授業を組み合わせたインタラクティブ
な授業となりました。
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▏	オンライン結団式

▏	CAPオンライン合同演習

▏	学生交流会

▏	オンライン就職活動交流会

▏	東西大学校キャンパスアジア特別講演
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▏	オンライン結団式
　７月28日（火）、日中韓３カ国のプログラム学生１回生と教職員が集い、オンラインにて「キャンパスアジ
ア・プログラム結団式」を行いました。本年度の結団式は朝鮮語で司会進行が行われ、学生は自己紹介を母
語以外の言語で行いました。また、各国の学生代表２名ずつが母語以外の言語でスピーチを行い、春から開
始される移動キャンパスへの期待と抱負を話しました。１回生にとっては、未来の同級生と顔を合わせ、互
いの語学レベルの高さを肌で感じる機会となり、今後の学習にとってよい刺激になりました。

▏	CAPオンライン合同演習
　１月26日（火）、秋学期のキャンパスアジア演習での学びの成果報告と日中韓プログラム学生の親睦を兼ね
たCAPオンライン合同演習を実施しました。それぞれ演習授業から選ばれた「日中間のコミュニケ―ション
における差異」（演習Ⅱ：本学プログラム１回生）、「日韓中における2020年の流行語の比較研究」（演習Ⅲ：
中韓プログラム２回生）「RCEP締結が日韓中３ヵ国に与える影響」（演習Ⅳ：中韓プログラム３回生）と題
する研究報告が行われ、回生を超えた討論も活発に交わされました。また、オンラインで開催された今学期は、
広東外語外貿大学や東西大学校の教員や学生、交流先高校の教員の方々の出席が叶い、本学キャンパスアジア・
プログラムでの学びを発信する機会ともなりました。
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▏	学生交流会
３大学CAPオンライン学生交流会
　オンラインでの３大学CAP学生交流会を計５回行いました（９月18日（金）・19日（土）、10月９日（金）・
10日（土）、10月31日（土）・11月１日（日）、11月13日（金）・14日（土）、11月30日（月）・12月１日（火）、
１回50分）。３大学のプログラム学生数名が協力してクイズやゲームなどの企画･運営を担当し、毎回数十名
の学生が参加し、交流を行いました。同じ企画を２日実施するなど、参加しやすい工夫もしました。また、
日中韓３言語でプレゼンテーションを作ったり、回ごとに疎通言語を変えたりして、コミュニケーション力
を相互に高める機会ともなりました。

そのほかのオンライン学生交流会 
　昨年度に引き続き、12月17日（木）に立命館宇治高等学校の高校生と中韓プログラム学生との交流会を行
いました。今回はオンラインでの実施となりましたが、中韓プログラム２回生19名（中国10名、韓国９名）
と高校生19名が参加し、それぞれの学習生活や文化・アートなどについて意見を交わしました。オンライン
上での早押しクイズイベントも交えた和気藹々とした時間を過ごし、普段、身近に話すことのない高校生と
の交流は授業では得られない体験となりました。また、11月25日（水）、12月18日（金）に開催された本学
Withコロナ社会形成に向けた研究 Visionaries for the New Normalプロジェクト主催の ｢オンラインで多文化
交流しよう｣ にも多くの中韓プログラム学生が参加し、キャンパスアジア・プログラムを越えた多文化交流
の楽しい時間をもちました。

▏	オンライン就職活動交流会
　１月26日（火）、オンライン就職活動交流会を実施しました。就職活動を終え学生たちが、キャンパスアジ
ア・プログラムの後輩学生に向けて就職活動の経験談を語る機会です。交流会の冒頭に、本学キャリアオフィ
スの職員から近年の就職活動に関する概況説明があり、その後４回生のプログラム学生が経験談を話してく
れました。経験談のなかでは、みずからの業種・企業選びについての考え方や活動時の注意点などを話して
くれました。交流会に参加したプログラム学生は先輩の話を聞くことができ、みずからの進路、学習や生活
を見直す機会となりました。

▏	東西大学校キャンパスアジア特別講演
　東西大学校のキャンパスアジア特別講演がオンラインで開催され、李元範先生（東西大･第１回10月28日

（水））、金津日出美先生（立命大･第２回11月17日（火））、全明先生（広東外大・第３回12月９日（水））が
それぞれ日中韓での学びや現地事情について話しました。主な対象は東西大プログラム１･ ２回生であった
ため講演は韓国語で行われましたが、本学プログラム１回生４～５名も毎回参加し、中韓のプログラムにつ
いての理解を深めるとともに、東アジア人文学リーダーをめざす仲間たちとバーチャルではあれ同じ時を過
ごしモチベーションを高めました。
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▏	キャンパスアジア・プログラム修了証授与
　３大学の移動キャンパスで学び、所定の条件を満たし、３大学教授会で修了が認定された学生には、３大
学が共同発行する共同のプログラム修了証が授与されます。移動キャンパスに参加し、卒業論文のサマリー
を３カ国語で提出することなどが、その要件となっています。
　修了者の認定は、本来であれば、毎年毎学期におこなわれる予定でしたが、19年度末にはコロナ禍の影響
で各大学のキャンパス内への入構禁止・制限が実施され、事務連絡・手続きができない状況となり、修了認
定も20年度に持ち越されることになりました。2021年１月までに認定された本学修了生のリスト、および卒
業論文のタイトルは以下の通りです。

立命館大学のキャンパスアジア・プログラム修了生
①2020秋認定（2020年3月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
高　　彩珈 1 宗教的死生観から考える台湾の安楽死
田中　摩依 1 中国·韓国の新聞が伝える令和改元
山原　　萌 1 訪日韓国人の対日イメージ ―アンケート分析を中心に
山本　歩奈 1 在日コリアンに対するヘイトスピーチの実態とカウンターの活動
纐纈　萌恵 1 韓国·台湾における日本統治時代の建物とその眼差し
滝宮　七海 1 多言語留学コミュニティにおける調整行動に関する意識 

―キャンパスアジア·プログラム参加学生の言語レベルや国イメージに着目して
森井　茉実 1 日韓における外国人労働者政策ー韓国の雇用許可制と日本の特定技能制度を中心に
袴田　媛香 1 近世における国内漆器と輸出漆器の比較
花岡　崚哉 1 韓国人の「つ」音 ―音声学的構音指導の有用性と可能性
福島美有紀 1 朝鮮通信使から見る日朝·日韓交流
百瀬日菜子 1 メディアにあらわれる女性像 ―日中韓の対照研究
岩田さくら 1 遊女についての印象の捉え方
野津　言奈 1 江戸川乱歩作品から考える醜の需要とその魅力

②2021冬認定（2021年3月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
谷口　晴海 1 慶州ナザレ園からみる在韓日本人妻の現在と未来
桝本　綾音 1 韓国発ウェブトゥーン産業の日本進出
今井　詩文 2 釜山への日本人女子大生の観光誘致に向けて －モチベーショ形成を中心にー
大岩　瑞萌 2 日本で華流ブームが起きる可能性―第一次韓流ブームの分析により
小熊　真奈 2 韓国軍隊内同性間性暴力とマスキュリニティー男性規範の変容がもたらす亀裂ー
櫛比　晶羽 2 中国語文法「能」「会」の教授法
田代　範子 2 観光ガイドブック『るるぶ』からみる上海の観光イメージ
谷野　龍馬 2 高校サッカーの問題点～スポーツ教育からのアプローチ～
仲川　茉季 2 日韓国際結婚家庭における子どもの日本語教育の実態
林　真理菜 2 第二言語教育における物的リソースとしての中国語映像作品活用とその課題
福田　佳奈 2 中国語母語話者による「の」の誤用とその改善について 

ー教育者へのインタビューとその考察を主にー
山本　真実 2 広州はいかに描かれてきたか――日本人向け中国情報誌を資料に
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広東外語外貿大学の修了生
①2019夏認定（2019年6月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
陳悦琳 1 对中国偶像养成产业模式的考察—以韩国组合「A WANNA ONE」及中国组合「E NINE 

PERCENT」的比较为中心
張曄辰 1 浮世绘中水浒题材的吸收与革新: 以《水浒叶子》和《通俗水浒传豪杰百八人之一个》系列

的比较为中心
成子霞 1 中日大学生奢侈品消费动机比较研究- 以广州和京都大学生为中心
殷暁倩 1 二战前日本移民在巴西的定居过程——基于地域特征的比较研究
孫小荷 1 日本德川幕府和中国清朝的统治方式及证明其正当性的方式—— 围绕马克思 · 韦伯统治的

三类型观点
馬寧 1 少子高龄化现象下的日中女性就业

②2020秋認定（2019年7月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
呉彤 1 中日韩三国历史教育的相关考察—中日韩共同历史读本与三国历史教科书中 “抗日战争”

部分的比较分析
梁夢園 1 从菅原道真的怨灵传说来看平安中期的神佛融合
史家瑜 1 改革开放后中日国际婚姻的变化及原因— 以在日夫妇为例
張藍予 1 从啃老族和尼特族看中日大学生就业支援政策
瞿小雁 1 7-8世纪中日关系的基本特征:以遣唐使与赴日唐使为中心
林鈺 1 从中日韩的人际关系变化看未来的敬语发展趋势

鄧詩韻 1 关于外语专业选择中的性别偏见的分析:以广东外语外贸大学和日本立命馆大学为例
馬瑩芝 1 儿童参与阶梯理论观下的儿童参与政策研究—以深圳和首尔为例 
法瑾暄 1 中日韩电视剧制作事业比较研究

③2020秋認定（2019年12月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
程子惠 1 论中国二手奢侈品市场—中国和日本二手奢侈品交易比较

④2020秋認定（2020年6月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
胡舒寧 1 从养子制度看传统文化的家族传承— 以京剧和歌舞伎为中心
易世翔 1 中日媒体的时效性的对比研究——以CCTV和NHK的震灾报道为例
杨天任 1 论日本导入 “可选择的夫妇不同姓制度” 的可能性
李家慧 2 日中间绘文字的使用倾向和用途认识研究
高思瑜 2 汉语和日语国际推广机构的比较研究——以孔子学院和国际交流基金为例
呉靖 2 中日外籍球员的引入——以 CBA 和 B.LEAGUE 为例

張鋭灝 2 中日报刊对弱势群体的报道倾向比较 ―以对流浪乞讨人员的报道为对象
曽可欣 2 关于汉语中的新日语借词-以偶像宅用语中的「推す」「推し」及其派生词为中心 -
陳穎婷 2 《三体》在日韩传播与接受状况的比较探讨
黄勁玲 2 女性主义广告中性别描写的中日韩比较研究——以 SK-II “改写命运” 广告战役为例 
周旭東 2 韓中の同形漢字語の比較研究 ―韓国語能力試験の中級語彙を中心に 
袁曄 2 《中日第一次民间贸易协定》签订中日视角对比
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氏名 期 卒業論文のタイトル
馬梓炫 2 对于日本电竞产业落后的原因分析——通过比较分析中日韩电竞产业
劉凱一 2 因新闻框架而分断的生死观 ―以东日本大震灾和四川大地震为例
陳暁騰 2 近代中日韩外国语教育比较研究-以开港前后外国语教育政策的转变为中心
肖珺瑜 2 从认知语言学角度比较中日韩三国与 “足” 有关的惯用语
羅泳茵 2 浅析日本无现金社会进程缓慢的原因―以中日韩无现金结算对比分析为中心―
莫沁蓮 2 通过中日韩三国谚语比较中日韩三国价值观——以和身体有关的谚语为中心
陳可欣 2 关于中日快递箱垃圾处理问题的研究——以快递公司为中心
許曦彤 2 关于日本非物质文化财保护与传承的经验--以京都祗园祭山鉾行事为中心
殷文欣 2 对《解忧杂货店》中文译本中 “日式翻译腔” 的考察
林沛璇 2 关于日韩两国弘扬茶⽂化举措的研究——以茶企和相关产业的举措为中⼼

⑤2020秋認定（2020年7月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
夏氷清 2 关于日语中外来语泛滥问题的考察——与中文中的外来语进行比较

東西大学校の修了生
①2020秋認定（2020年2月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
김동원 1 한일’ 펫티켓(Petiquette)’ 문화에 대한 고찰 -반려견을 중심으로

②2020冬認定（2021年2月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
정주선 1 일제강점기에 대한 일본정부와 대만정부의 역사의식-한국과 대만의 역사교과서를 중심으

로-

이윤재 1 한국과 일본 청소년의 성평등 문화다양성에 대한 인식 비교 조사

이승현 1 근대언론 매체에 나타난 한국의 신여성像-조선일보와 동아일보 연애 기사를 중심으로-

강다은 1 한국기업‘카카오프렌즈’ 의 일본진출 성공요인에 관한 연구

박이솔 2 한국웹툰 콘텐츠의 한일 시장 현황과 발전 전망

김보헌 2 한일중 부수를 통한 한자교육과 한자의 필요성-초등학교의 한자교육을 중심으로-

김유나 2 한일 영화산업 비교연구

김진희 2 중국에 진출한 한국 프랜차이즈 현황과 향후 대책-한국 카페 프랜차이즈 기업을 중심으로-

손수민 2 포스트콜로니얼리즘과 포스트 아베시기 일본의 대동아(對東亞)외교-당 총재 교체에 따른 
동아시아 정세 변화를 중심으로-

손수민 2 외국의 가족 정책이 한국 저출산 문제에 주는 시사점-유럽과 일본을 중심으로-

오유진 2 한일 코로나19 대응 비교·분석-1차 유행 초기 대응을 중심으로-

임미령 2 한국 테크핀 산업의 발전 방향 고찰 -중국과의 비교를 중심으로-

정소연 2 한국 작은 결혼식 문화에 대한 고찰과 전망

황서윤 2 코로나19에 따른 국내 드럭스토어 소비자 구매 성향 변화-이에 따른 마케팅 전략을 중심으
로-
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▏	1・2期生の進路・就職状況
　2019年度修了生（１期生）については、航空業や旅行/観光業など、移動キャンパスで身につけた力を発揮
できる職種・職場を選んだものが多く出ました。また、メーカーや人材派遣業、地方自治体を選択した修了生も、
移動キャンパスでの経験から、国際的で多様な人々が活動する業務・環境を志向した進路選択となりました。
　2020年度修了生については、航空関連や旅行/観光業、また国際的な活動・業務をおこなう企業・団体等の
求人状況が縮小し、その影響のためか前年の傾向から変化が見られました。その一方で、朝鮮語の教師（教育）
や韓国資本の企業（食品）への就職、海外大学院への進学をめざすなど、高度の国際性を有する進路を選択
した修了生もいました。

業界 人数
メーカー 4
旅行/観光 3
IT 3
航空関連 2
人材派遣 2
教育 2
食品 2
金融/銀行/証券 2
不動産 1
小売/流通 1
自治体・公共機関 1
大学院進学 1
その他 1

立命館大学19/20年度修了生25名の実績	
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▏	キャンパスアジア・プログラム協議組織
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▏	キャンパスアジア・プログラム協議組織
３大学教職員合同会議・実務者会議
　キャンパスアジア・プログラムを運営するにあたり、広東外語外貿大学、東西大学校とさまざまな事項を
協議する場として、３大学教職員合同会議・実務者会議を設置しています。
　2020年度はオンラインという形式で、７月３日（金）及び７月17日（金）に開催し、主に移動キャンパス
の再開に向けての建設的な議論を行いました。相互提供科目やWEB授業の効果などに加え、2021年以降の運
営についても意見交換することで、プログラム継続の強い志を再確認しました。

キャンパスアジア教授会
　2017年度よりプログラム全般の教学システム・内容を協議する組織として、キャンパスアジア教授会を発
足させました。2020年度は１月28日（木）にオンラインで開催されました。教授会には３大学のプログラム
担当教職員が出席し、新規修了者の認定及び、各国・各大学の現状の共有、授業内容の確認・調整など、継
続可能なプログラムの質的向上に向けた議論を重ねました。

キャンパスアジア運営委員会、キャンパスアジア・プログラム事務局会議
　立命館大学文学部では、本事業に関わる意思決定の場として「キャンパスアジア運営委員会」を設置し、
本事業の運営に関わる事項についての検討と承認を行っています。2020年度は３回開催し、事業の達成状況
と今後の計画について報告を行いました。また、キャンパスアジア専任教員、担当職員による「キャンパス
アジア・プログラム事務局会議」を月２回開き、日常的な実務運営を円滑に行うための協議を定期的に行っ
ています。とくに今年度は、移動キャンパス中止に代わる現地の学びの継続、来年度以降の渡航など、コロ
ナ禍における国際教育の持続可能性に関する具体的運営について議論を重ねました。
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広報
　キャンパスアジア・プログラムウェブサイト（http://www.ritsumei.ac.jp/campusasia/）では、本プログラ
ムに関する基本的な情報に加えて、動画やブログといったメディアコンテンツと、キャンパスアジア・プロ
グラムで創り出された様々な成果を発信するコンテンツを公開しています。また、キャンパスアジア・プロ
グラム公式インスタグラム（ritsumei_campus_asia）では、日常的な授業や活動、留学中の様子やイベント、
説明会等の各種情報を写真とともに随時発信しています。

キャンパスアジア・プログラム公式インスタグラム

キャンパスアジア・プログラムウェブサイト

キャンパスアジア・プログラム公式YouTube
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▏	2020年度のあゆみ
【2020年】

4月1日 立命館プログラム学生・履修ガイダンス資料配布（対象：プログラム
5期生）

4月2日 中国・韓国プログラム学生　履修ガイダンス

5月2日 第1回　授業担当者会議

5月29日 第1回　キャンパスアジア運営委員会

6月12日 第2回　キャンパスアジア運営委員会

6月26日 第3回　キャンパスアジア運営委員会

6月29日 2020年度秋学期　移動キャンパスに関する説明会

7月3日 第1回　3大学教職員合同会議・実務者会議

7月6日 立命館CAPオンライン学生交流会（対象：3・4・5期生）

7月17日 第2回　3大学教職員合同会議・実務者会議

7月25日 中国・広東外語外貿大学　春学期終了

7月28日 韓国・東西大学校　春学期終了

7月28日 結団式

8月31日 第3回　3大学教職員合同会議・実務者会議

9月1日 韓国・東西大学校　秋学期開始

9月4日 立命館プログラム学生・履修ガイダンス（対象：プログラム5期生）

9月7日 中国・広東外語外貿大学　秋学期開始

9月15日 中国・韓国プログラム学生　履修ガイダンス

9月15日 第2回　授業担当者会議

9月18日・19日 3大学CAPオンライン学生交流会①

10月9日・10日 3大学CAPオンライン学生交流会②

10月18日 学内特別選抜（キャンパスアジア）入学試験　面接選考

10月28日 東西大学校キャンパスアジア特別講演（李元範先生）

10月31日・11月1日 3大学CAPオンライン学生交流会③

11月13日 立命館プログラム学生・移動キャンパス手続きガイダンス①（対象：
プログラム5期生）

11月13日・14日 3大学CAPオンライン学生交流会④

11月17日 東西大学校キャンパスアジア特別講演（金津日出美先生）

11月25日・12月18日 Visionaries for the New Normalプロジェクト ｢オンラインで多文
化交流しよう｣

11月30日・12月1日 3大学CAPオンライン学生交流会⑤

12月9日 東西大学校キャンパスアジア特別講演（全明先生）

12月13日 プレ・エントランス立命館デー
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12月17日 立命館宇治高校・中韓プログラム学生交流会

12月21日 韓国・東西大学校　秋学期終了

　【2021年】

1月16日 中国・広東外語外貿大学　秋学期終了

1月26日 オンライン就職活動交流会

1月26日 CAPオンライン合同演習

1月26日 立命館プログラム学生・移動キャンパス手続きガイダンス②（対象：
プログラム5期生）

1月28日 3大学キャンパスアジア教授会

2月23日 キャンパスアジア共同研究室　移転

2月26日 2021年度入学前募集　第1回説明会

3月1日 2021年度入学前募集　第2回説明会

3月1日 中国・広東外語外貿大学　春学期開始

3月2日 韓国・東西大学校　春学期開始

3月23日 2021年度入学前募集　面接選考
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▏	プログラム担当教職員

《事業団長》中川　優子 《担当教員》庵逧　由香《プログラムマネージャー》廣澤　裕介

《担当教員》山本　一《担当教員》金津　日出美 《事務職員》小野　勝大

《事務職員》段野　真那 《事務職員》竹内　真希 《事務職員》朴　香連
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